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平成5年度予算

一／般／会／計／総／額

をのせた

島 型の予算~す

一般会計総額

76億8.500万円

町税

19億3.BI9万円
(25. 2%) 
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私たちの暮らしと深いつながりのある町の平成

5年度予算が決まりました。

さき年度は，長年の懸案だった統合小学枝や文化

体育センター建設の2大プロジヱクトに着手する

ほか，住民福祉の一層の充実在図ったことなどか

予算規模は大幅な伸びとなりました。

舎回は，町長の施政方針とともに予算の概要を

紹介します。

b, 

町

長

の

施

政

方

針

：地方受付税
18｛意2.000万円
: (23.7%) 

こ
れ
は
、

3
月
議
会
定
例
会
で
魚
津
町

長
が
表
明
し
た
「
施
政
方
針
」
の
中
か
ら

施
策
の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

問領

17億3.240万円
(22 .596) 

同

政
の
新
た
な
る

一
例
］

引
払
は
、
問
政
の
執
行
に
あ
た
リ
、
町
民

総
参
加
の
刷
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
諸
施

策
の
推
進
に
全
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
川
の
特
定
尚
柴
山
引
税
備
が

裟
の
全
阿
部

l
サ
と
し
て

J

認
定
さ
れ
た
「
ア

ス
カ
」
と
「
ア
ゼ
リ
ア
」
が
完
成
し
た
ほ

か
、
「
リ
山
白川
悦
」
が

「
あ
さ
ひ
総
A
H
病
院
」

と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、

小
学
校
教
育
環
境
整
備
事
業
や

文
教
ゾ
ー

ン
柊
怖
い
や
業
の
け
六
一
体
的
計
闘
が

進
ん
だ
ほ
か
、
な
ぎ
さ
り
フ
レ

ッ
ン
ュ
事

業
が
建
設
省
の
認
定
を
受
け
、
大
現
段
林

道
朝

u
・ト
人
山
線
も
政
令
指
定
を
受
け
る

な
ど
、
社
会
資
本
め
充
実
を
凶
り
な
が
ら

平
成

5
年
度
に
向
け
た
新
た
な

一
歩
を
踏

み
山
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

出自民

教育費

31億2.030万円
(40.6%) 
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〈各会計の予算額は？〉

76f章8,5DO万円

－
平
成

5
年
度
予
算

＠
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一般会計の推移（最近5年間）

2年度π年度
3000 

前
年
度
比
叩
・

9
%増
の

積
極
型
予
算

．
般
会
計
の
総
制
は
、
河
川
出
8
、
5
0
0

fH
川
と
前
年
度
中1
初
よ
り
閃

・
9
0
0
m
の

大
刷
に
で
い
…
版
刷
十
の

f
nと
な
り
ま
し
た

歳
入
で
は
町
悦
が
全
体
構
成
比
の
お

・

2
%と
最
も
多
く
、

地
ト刀
交
付
税
、
町
慣

が
い
杭
き
ま
す
‘
一

方
、
歳
出
で
は
教
育
刊

が
前
年
度
当
初
よ
り

4
6
7
・
4
%
m
と

大
幅
な
明
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
地
成
似
険
特
別
会
計
な
ど

の
特
別
会
計
の
総
組
は
、

2
・
9
%減
の

初
億

9
、
0
9
3
万
円
、
あ
さ
ひ
総
介
病
院
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－
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い
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住
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「
t
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3
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t
i
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7
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A
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s
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h
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u
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5
M川
と
な
り
、
3
会一件
川
を
A
H
わ
せ
る
と
、
一M

l
3

4
応

2
、
3
6
8
．力
川
と
な
ゥ
て
い
ま

ーと
－

『
』

一

す
。

「

」

同

と
希
望
あ
ふ
れ
た
予
箆
出

今
年
度
は
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
統

合
小
学
校
や
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
着
予
す
る
は
か
、
都
市
計
画
制
路
の
駅

前
広
場
や
町
道
拡
幅
改
良
な
ど
道
路
網
の

整
備
、
言
国
快
適
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
導

入
な
ど
社
会
資
本
の
柊
仙
に
取
り
組
む
一

方
、
長
＃
社
会
に
対
出
し
た
主
人
保
縫
い耐

祉
社
画
の
策
定
や
、
生
涯
学
宵
を
批
准
す

る
た
め
郎
氏
カ
レ

ヅ
ジ
な
ど
作
崎
誠
一
凶
め

開
似
川、

vh加
者
定
住
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ま

ち
づ
く
リ
策
励
事
業
め
創
設
な
ど
、
社
会

純
一
的
の
的
勢
に
即
応
し
た
キ
メ
細
か
い
施

策
を
展
開
し
て
い
け
る
よ
う
配
慮
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
、
町
財
政
を
と
け
ま
く
以
境
は

一

段
と
厳
し
き
を
取
す
と
忠
わ
れ
ま
す
が
、

主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
着
実
な
推
進
に
向

け
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
の
故
山
の
概
要
に

つ
い

て
、
私
が
掲
げ
る
施
策
に
し
た
が
い
次
ペ

ー
ジ
で
説
明
い
た
し
ま
す
。

~特別会計総額 30憶9,093万円

－凶民随康保｜境 1om1 ,911万円

・老人保健や業 19W'.965万円

・笹川訟療所 1.130万円

・宮崎診擦所 1,020万円

・境診擦所 IAOO万円

・山崎診療所 2.259万円

・簡易水道 3.726fj円

．公共用地先行取得等事業

6,077万円

4印万円

79万円

公一般会計総額

－南保外二地包；用水

• JJa必奨学資金

26憶4,775万円



1, 583' 163千円

。生誕学習館 ・ふるさと美術館運営

21.291千円

6,000千円

9,630 1円

1,229千円

0防雪事業 33,375千円

。無言書街づくり：事業 46, 162千円

＝快適な居住環境の整備＝

。がけ地近接等危険住宅移転中業

6,649千円

。小引合併－処理浄化槽設置助成

30' 172千問

80,486千円0 清掃事業

0デイサービスセンター運営

22,471千円

＝豊かな心を育てる教育の

推進と文化の醸成＝

0さみさと小学校整備

1,035,367千円

0文教ゾーン挫備

。美術品購入

「さみさと小学校』完成予想模型

＝交流事業の推進＝

o国際交流の推進

0友好都市交流の推進

がり誌から倒｝へ委譲されることになっ

ており，よりキメの細かな十防相｜の充

実に努めます。

長年の懸案だった統合小学校整備

については，今年度から、、さみさと

小学校H の建設に着手します。また

文教ゾーン繋備についても文化体育

センターの建設に今年度から若手し

ます。どちらの事業も平成6年度の

できるだけ早い時期に完成するよう

努めていきます。

＝カ、けがえのない健康づくり＝

。健康増進対策 43, 148千問

。国民健康保険特別会計総出金

63.000・l問

。老人保健医療事業特別会計繰出金

97.250千円

0 I血液保健対策 32,223千円

。病院事業会計繰出金 99' 121千問

。老人等医療助成費 65,409千円

＝心ふれあう福祉の充実＝

0訪問看護設置 9,233千円

。家庭奉仕員設置 13,514千円

。老人幅制 ・tt：宅福祉
275,066千円

＼ ・

・衛生費 ・民生費 ・

教育費・総務費・

文化体育センター完成予想模型

健康増進対策として健康診益事業

の一層の充実を図るため医療機関受

診者の検査l耳目を増やし健康管理

活動を推進するとともに，がん検診

については，集団住民健診者全員に

肺がん検診を行います。

また障害者福祉の充実のため，身

体障害者福祉金を増舗L.支給対象

範聞を拡大します。

なお，今年度から老人や身体障害

者が福祉施設に入所する際の措置権

健康 ・生きがい
文化のまちづくり

。農道整備i卒業 57,312千円

。農村総合整備事業 5,417千円

。林道事業 40,619千円

。林業集孫定住地盤整備事業

65,000午円

11,811千円

33,000・下円

。山村振興事業

。宮崎漁港i剖商事業

工事が進む漁港道路

活気と魅力に
満ちたまちづくり

・農林水産業費・商工費・観光費・

農業でLt.，朝日間］農業生産総合m
興計画をもとに．農地流動化 ・集落

営農化を図り‘i丘コスト化 ・省力化

に努めます。またアスパラガス等の

地放性.¥!_l.Iかで効率の高い地域特産物

の生産振興に積極的に取り鮭lみます。

林業では， 「大規桜林業困問j発林

道朝 1::1.大山線」等の林道半業の促

進に努めるとと Lに，林業集孫の快

適で｛3：みよい生活環境の整備を進め

ます。

水産業では，っくり育てる漁業の

平成5年度一般会計

76億8,500万円

の

使いみち

＝活気に満ちた商工業の振興z

0あさひまつり ・むらおこし事業

1,950千円

。地域産業活性化振興支援事業

500千円

－
平
成

5
年
度

一
般
会
計

＠

52,020干同

9.803千円

11, 710千同

＝安全なまちの整備t

0 河川事業

0治山事業

快適て住みよい
まちづくり

・土木費 ・消防費

衛生費 ・農林水産業費・

交通体系の締立として，町の玄関

口である泊駅前 ・町道停車場束車野

線の広場 ・道路の造成工事をほぼ完

了させ，平成6年度までにitl環状線

までの都市計画街路を完成させます。

安全なまちづくりとして，河川改

修 ・治山事業をはじめ‘「なぎさリ

フレ yシュ挙業」等の海岸保全事業

の促進に努めます。また救急活動の

充実強化のため救急自動車の更新，

通信機器の整備を図ります。雪に強

いまちづくりでは，昨年度策定した

「雪国快適まちづくり計画」を推進

し，消雪装置 ・流雪講の挫備など，充

実した克雷 ・車見雪活動に努めます。

居住環境の整備として，がけ地等

の危険箇所付近の住宅を移転させる

＝魅力あふれた特色ある

観光の開発＝

0県立自然公園施設整備事業

10,000千円

。ウインターフェスティ パル’94

2,000千円

oo A化推進事業

。若者定住シンポジウム

3.000・f円

38,497千円

150、348千円

推進のため種苗肱流事業とともに，

魚礁設置事業主と＇＇$）（！帝漁業への助成

を行うほか，新たに漁船無線機設置

への助成も行います。

商工業では，小口事業資金のffi、託

金を増やし質付額を拡大するなど経

営の安定を助長するよう努めます。

また新たに商工フェア｜品l催等の地域

産業活性化振興支媛事業に助成を行

い，商工業の娠興に和極的に取り組

みます。

観光では，滞拘！？通年観光を目指

し，宣伝キャンペーンなどによる横

僅的な観光客誘致に努めるほか．あ

さひ桜まつりや，あさひウインター

フェステ ィパル等の町民参加のイベ

ン卜の定着，振興を悶ります。また

朝日県立自然、公聞の終備も計画的に

施設繋備を進めます。

＝地域の特性を生かした

農林水産業の振興＝

0水回営農活性化対策 13,121千円

01.よ成行政の推進

また，ふるさと活性化を促進するた

め，今年度は．若者定住化シンポジ

ウムを年聞を通し，継続して開催し

ます。さらに，まちづくり鎖l助事業を

創設し，各地区の自主的なまちづく

り活動に対して補助金を交付し、町

民の皆さんの自主的 －主体的な地域

づくりのための活動を立援します。

また 「町長と話す集いJ 「町長と

話す日」「町長へのたよ り」を引き

続き実施するなど皆さんの生の声を

町政に反映させ，i:;kぃ心の通う町政

を推進します。

置 周I政の推進＝

。まちづくり焚！助事業

Oコミュニティ εJ';'J(i;

1,500千円

・総務費等・

町政の推進のために

－
平
成
5
年
4
月
号

＠ 2,500千円

二議を伝て主の善を忘れず わすかも悪行持 1）あげて．その人の多くの湾行．功績を忘れ

てはならない。J：に立つ者の心仰をいう。
魚の自に水見えず，人の自に空見えず…...i~.には水が見えず．人に＇;I. 1-: 'i¥ 11＇比えないように．あま＇J!frくにあるものlふかえってRにはいらな
いこ tのたとえ》



－
「
さ
み
さ
と
小
学
校
」
建
設
＠

小学校教育環境

泊J

。一一
宮
崎
t

笹
川
正
λ

境
一小
学
校
…を
統
合
一一…

ト整備がスター

朝
日
町
ll 

校笹川寸学 校 学治

学境

3・4年生教主．峨J:ii-I..図沓・室、

コンビュータ主など

5・6年生数2豆、古：楽注＼理千；j.出

など

一
平
成
五
年
度
か
ら

の

三

か

年

事

業

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
統
介
小
学
校

の
建
設
が
始
ま
り
ま
す
。
現
ト仕
の
州
、

山
崎
、
笹
川
、
境
の
問
つ
の
小
山
千
校
が

平
成
六
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
統
合
さ

れ
、
川
別

H
町
立

「
さ
み
さ
と
小
学
校
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

新
校
合
は
、
現
在
の
泊
小
学
校
の
倣

地
内
で
建
設
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
五
年

度
か
ら
三
か
年
中
業
て
工
事
を
進
め
、

平
成
六
年
度
に
は
校
舎
が
、
七
年
度
に

は
体
育
館
が
完
成
し
、
新
し
い
学
校
が

で
き
あ
が
る
チ
定
で
す
。

「
さ
み
さ
と
小
学
校
」
の

桜
名
の
由
来

「
さ
み
さ
と
」
は
、
古
米
の
佐
味
郷

（さ
み
ご
う
）
と
い、
7
地
名
か
ら

「
郷
」

設
け
て
ぷ
一
本
店
針
と
主
る
素
案
に
つ
い

て
調
査
般
討
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
し
て

見
体
的
な
統
へ
い
京

（三
校
案
）
を
ま
と

め
て
川
以
に
報
行
。
前
川
長
は
こ
れ
を
受

け、

千
成
二
年
九
月
に
町
議
会
議
長
あ

て
に
幣
備
お
針
案
を
提
山
し
ま
し
た
。

町
議
会
で
は
、

小
学
校
の
教
育
環
境

恨
備
に
つ
い
て
集
小
審
議
す
る
た
め
の

「小
学
校
教
育
成
岐
持
備
特
別
委

μ会
」

を
．十
成
二
年
十
二
け
に
設
世
、
制
力
的

に
般

A
を
加
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
泊
、
宮
崎
、
笹
川
、
境

小
学
校
を
似
称
A
小
学
校
に
、
，
h
陥
庄
、

南
保
小
学
校
を
似
称

B
小
学
校
に
、
山

崎
、
大
家
庄
小
学
校
を
似
称

C
小
学
校

に
統
介
す
る
三
校
京
で
進
め
る
こ
と
と

な
り
、
問
で
は
平
成
三
年
九
月
か
ら
各

校

F
ご
と
に
説
明
会
を
開
催
。
町
民
の

皆
さ
ん
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。

各
地
区
て
は
、
地
区
対
策
検
－
A
委
民

会
を
設
け
て
地
区
内
の
ぷ
見
調
捺
を
凶

新校舎の概要

〈教室・管理棟〉

鉄筋コンクリート j主3階建，各｜；皆

に多目的教室（ワークスペース）設誼

1階 l ・2年生教主，保健五、厨b.J.

体育館．ク’ラブノ、ウスなど

2階

' 

' ' 

ミ＂＇
闘え

員らや効校
会れ条果教昭

でる件を育和
は 」 を高環六
小 と考め境 卜
学の え る袋二
校答 三 た｛筒年
統申校め審二
合を築に譲月
推受がは会 、
進け i出、か朝
委 、当そら日
員教との「町
会官考脱教小
を委え校育学

益還は最多;t.... 遠慮 ~ I~が過ぎると ． 例制引詳ししないのと［ii）じにな っ て守かえ 勺て 失礼になるぺ いヲこど

を
「
さ
と

－と
訓
読
み
し
た
も
の
で
す
も

休
昧
郷
と
い
う
文
字
は
、
町
民
芯
訟

の
中
で
も

「
：：；
文
化
の
梨
川
を
先
げ

た
大
佐
昧
の
郷
は
、
幾
下
年
に
わ
た
ゥ

て
光
人
が
は
ぐ
く
ん
で
き
た
か
け
が
え

の
な

い
ふ
る
さ
と
・：：

」
と、
7
た
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
初
日
町
上
止
に
よ
る
と
杭
味
郷

は
、
大
化
の
改
新
の
時
代
に
新
川
郎
の

十
郷
の

－
っ
と
し
て
、
現
作
の
境
か
ら

泊
地
区

一
川相
を
含
む
広
い
範
凶
の
地
域

を
ポ
す
地
名
と
し
て
設
け
ら
れ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

統
合
に
至
る
ま
で
の
経
緯

「さみさと小学校」建設計画

校舎建設に着工（泊小学校

の校舎一部取り壊し）

4校統合（新校舎完成まで

は従来の学校で授業）

新校舎完成

新校舎に移転（；白小学校校

舎取り壊し）

体育舘完成

・ H5. 7 

・ H6. 4 

・ H6. 9 
・H6.10

る

一
方
、
統
合
校
単
位
ご
と
に
小
苧
校

教
育
環
岐
格
制
刈
策
協
議
会
を
ぷ
…也、

学
校
の
枚
出
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て

き
ま
し
た
。

そ
し
て
ま
ず
、
主
桁
校
台
の
改
築
や

出
版
式
学
級
を
抱
え
る
小
規
脱
校
な
ど
の

問
題
解
消
の
た
め
、
泊
、宮
崎
、
終
川
、

境
め
問
つ
の
小
学
校
を
統
介
す
る
似
称

A
小
学
校

（さ
み
さ
と
小
学
校
）
の
処

ぷ
に
お

T
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

3階

〈屋内運動場〉

鉄筋コンク リート 一部鉄骨平屋建

体育館． ステージ‘総！~·！.！主

〈クラブハウス〉

鉄筋コンクリート造、ドbi建

ミーテイングルーム，更衣室など

－
平
成

5
年

4
月
号

＠ ・ H7.10 

議うる（;I:ゑi：の手tt 人！：学！討を教えるということは．その半分！J:i'I分の脚川}Jげになるといヲ在味



日
本
の
む
を
謡
う

A
J
 

4

，
 

hv 
〆手

池

田

輝

幸
さ
ん

（平
柳

2
区
・
日
成）

人
を
幽
玄
の
世
界
へ
と
引
き
込
ん
で
い

く
よ
う
な
独
特
の
旋
律
と

ρ
の
響
き
・・
・。

＝＝一＝
＝＝＝＝
＝＝＝＝
＝＝＝－＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
＝＝
＝＝＝＝＝
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
＝＝一＝
＝＝
＝

R@@  
追
分
美
紗
子
ちゃん

草
野
の
追
分
勝
・
捕
附
子
さ

ん
夫
妻
の
長
女

（

E
歳
。
か
月
）

＼§）~＠ 
長

津

拓

也

くん

辻
岩
崎
の
長
津
燐
唯
一

・
由

美
子
さ
ん
夫
妻
の
次
男

（

E
歳
5
か
月
）

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

能
と
と
も
に
六
行
年
以
上
も
の
歴
史
と
伝

統
を
も
っ
識
は
、
独
立
し
た
戸
来
と
し
て

も
広
く
う
た
わ
れ
て
き
た
日
本
の
代
表
的

な
占
典
長
能
の
一
つ
で
す
。

～
…
沢
弘
流
議
山
教
授
嘱
北
、
池
川
仰
や
さ

ん
は
、
訴
を
始
め
て
一
三
ト
ー
七
年
。
大
正
初

期
に
そ
の
前
身
が
で
き
た
と
さ
れ
る
「
朝

日
芸
林
全
」
を
中
・
心
に
、
町
内
各
地
で
そ

の
指
導
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
訴
に
は
日
本
人
の
心
に
訴
え
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
旋
律
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と、

う
た
わ
れ
て
い
る
文
章
の
一
つ

一
つ
が
ま

た
す
ば
ら
し
い
ん
で
す
よ
」
と
、
そ
の
魅

力
を
話
す
池
悶
さ
ん
。

誌
の
曲
目
は
「
羽
衣
」
や
「
勧
進
帳
」

「附
則
川
」
な
ど
、
全
部
で
－れ
八

i
余
リ
。

物
語
の
場
耐
場
面
の
怖
訟
を
臨
し
山
す
よ

う
に
う
た
い
あ
げ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

「鮮
は
三
年
、
訴
は
卜
年
」
と
も
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
興
が
深
い
こ
と
も
ま
た
下
実
ω

地
問
さ
ん
内
身
、
桁
唱
す
る
ば
か
リ
で
は

な
く
、
定
期
的
に
プ
ロ
の
先
生
の
も
と
へ

け
い
こ
に
も
出
か
け
て
い
き
ま
す
。

ー
現
在
、朝
日
雲
林
会
に
は
三
卜
代
か
ら

七
ト
代
ま
で
三
十
六
名
の
会
員
の

N
々
が

お
ら
れ
ま
す
が
、
識
は
一
人
で
も
卜
人
で

も
楽
し
め
る
芸
能
な
ん
で
す
よ
」
と
笑
顔

で
話
す
池
田
さ
ん
。
郷
土
の
先
輩
か
ら
受

け
継
い
で
き
た
伝
統
の
灯
を
守
り
つ
つ
、

「
近
い
将
米
、
ぜ
ひ
朝
日
町
で
も
市
山
市

で
何
年
聞
か
れ
て
い
る
よ
う
な

f
紡
能
。

を
開
催
し
た
い
」
と
、
少
を
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
す

図
図
図
包
囲

秋
田
県
由
利
町

手の訴に香柔1こる・ 学問のHきな人のところには.n然L怖が集まるむのだという意味から．何詳しぶさえあれば.HQ)すからii'W聞けるも

のてある

南
保

・
谷

殿
村
ア

キ
ミ

さん

ま
れ
た
制
H
町
で
の
生
活
に
は
十
分

満
足
し
て
い
ま
す
。

現
復
、
ド
の

f
供
を
辿
れ
て
町

内
の
会
社
で
パ

ー
ト
勤
め
を
し
て

い
ま
す
が
、

f
供
を
如
、
か
ゥ
て
も

ら
え
る
地
設
が
あ
る
の
で
、
と
て

も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た

峨
場
が
あ
る
こ
と
は
、
付
期
に
｝
と

っ
て
も
、
「
供
に
と
っ
て
も
う
れ

し
い
こ
と
で
す
ね
。

ー

朝
日
町
に
望
む
－
－
と
は
？

殿
村

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

が
で
き
る
な
ど
、

町
は
徐
々
に
よ

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す

希
引
を
い
え
ば
、

f
供
た
ち
の
た

め
に
も
、
も
う
少
し
大
き
な
公
同

み
た
ド
な
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
と

忠
い
ま
す

u

｜

｜
ふ
る
与
と
を
紹
介
し
て
く
だ

｝‘、

。

」，、
ti・

殿
村

秋
印
刷
m
の
由
利
町
で
す

県
の
両
部
、
山
形
県
と
の
県
境
に

近
い
鳥
海
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
町

で
、
人
日
は
約
じ
下
人
稲
作
の

ほ
か
、
融
川
良
な
ど
も
胤
ん
で
す
ι

故
近
で
は
道
路
核
備
も
進
み
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
で
き
る
主

ど
、
自
然
を
生
か
し
た
町
づ
〈
り

も
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。

l
l朝
日
町
で
の
生
活
は
い

か
が
で
す
か
？

殿
村

こ
ち
ら
へ
来
て
八
年

向
。－
K
此
と
二
歳
に
な
る
二

人
の
引
の
チ
が
い
ま
す
が
、

一
出
あ
リ
、
山
あ
り
、
そ
し
て

川
あ
り
の
収
か
な
自
然
に
恵

物

司さん （鴻東下笥｝

一一 r寿し政」経営 一一

ミぎ犠

日
他
国泉
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ミ
儲
創
刊
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事

い附でき〆
J
仰いこ
r

二

倒

＠

酬
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引
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M
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読

白

川

崎

勘

勺
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．
レ

．

－

t
ぺ－
M
U...阿修ff(IS)

町畏めひとりご正1

早いもので，時候のあいさ

つはもうい早春の候＼平成5

年度予算を審議していただく

議会定例会が8円から始ま っ

ています。提案理問では町政

執行にあたっての私の考え方

などを申し上げたところです

が，創意よ夫をしながら21世

紀に向けた町づくりを進めた

いと意を新たにしています。

先日，秋出犬保存会主催の

展覧会に出席しました。みご

とな犬の風貌，そして会貝の

皆さんの日ごろの努力に感服

すると同時に， 一方では捨て

られたり虐待されるペットも

いると思うと，何か寂しいも

のを感じます。i伽 ころ伽家で山
犬，鶏を飼っていたことがあ

り，そのさ骸を泣きながら裏

庭に埋めた記憶があります。

最近では，小学校教育にも動

物の飼育などが取り入れられ

ていますが，それらを通じて

ホやさしい思い遣りを持つ人

問。に成長してほしいと願っ

ています。

きて．いよいよ卒業シーズ

ン。 人生にはさまざまな選択

畠 ，肢があり，航路があると思い

卒 、ますが，努力だけではなく強

成1い運もなくてはと思うことが

2Jあります。卒業され，新しい

す 香世界へと飛び立っていく皆さ

月3んには，険しし厳しい道で

号 1あっても，気迫を持って進ん

⑪lでいっていただきたいと思い

ます。 -3月18日記ー

芸術（i長〈人生は短し……人間の命（;tiぜいが．すぐれた芸術作品Ii作者が死んだのちむ長〈伐る

， ． 

助

長

...栗田健司（？）

...花霞(I崎

＊之のページをみん主主でつくるペ

ージlごしたいと患います．イラス
トやマンガ，ご意見，昔話さんに知
らせだいこと，なんでもけつこう

です．どしどし志望書ゼください。
紙上匿名は，その旨をはっきり

書いて，住所，氏名を明記して送
ってください．さまだ，広報係で~.

広尊厳あさひ応対するご懲Jlや，取
り上げてほしい問題怠ど旨さんの
声をお待ちしていま~oご一線を。

-‘司、、、也、＂
、、．、1’‘、
旬、．、、叫
’hト－~，，

‘除、，
IU‘叫，s

同粧直‘

Jill」d

叫ー幹帥.；"t;ix時曲l).,r..f.•].9，、
（$~偽仇虹1'.J!.’J ・・Ii;.－色、
'1rtl：！：雪。てιnヲl...<.'l''k"IJ略，ii臥主4・
.ANO,.J,\Ll 剛 LOY~·制岬急叫7λAγ

革島~i")ot•Jb: •

・亀剣－!IU.~－ 指，m吋？句作此
ルルサ!¥A納札JトCl)

同、．官~ti叫同紙耕幹均む~r.1耳凶：J叫削J
~町nr.崎-f>u-t..同日布＂＇
f.S.:i!ii時品も州。治的 6;itm1;~
...木野乱期？）

ゆ
でさっ、

〔
日
焼
け
は
娘
い
〕
（4
歳
児
）

K
〈ん

「
先
生
、
ぼ
く
ね
、

日
焼
け
し
た
よ
」

保
母
「
ク

」

K
〈ん

「
保
育
へ
来
る
と
き
、

ろ
で
／
」

保
母

「
？
」

κ〈
ん
「
お
う
ら
の
ス
ト
ー
ブ
で
」

κ〈
ん
「
指
ゃ
っ
そ
／

あ
つ
か
っ

台
、
っ
き

ぉ
、っ

A X(IZ) 

た
よ
｜
」

保
母
「
そ
れ
っ
て
、
や
け
ど
じ
ゃ

な
い
の
／
久
丈
夫
？
」

M
A
く
ん
「
つ
・
：
・
：
・
．
、
っ
ん
」

｛ツ
l
カ
l
の
仲
）
（5
象
児
〉

E
E
ん
「
お
父
ぎ
ん
何
も
言
わ
ん
が

に
ね
え
、
お
母
昔
、
ん
コ
ッ
プ

出
し
た
ん
。
ど
う
し
て
わ
か

っ
た
ん
っ
て
聞
い
た
ら
ね
え
、

お
父
々
ぷ
ん
と
お
母
き
ん
、
ッ

ー
の
ー
で
何
で
も
わ
か
る
ん

企Suspect(?)

A
H
は
が
き
に
答
え
の
記
号

（
例
①

広
報
ク
イ
ズ
⑪

〔問
①
平
成
5
年
度
の
町
の
一
般
会
計

予
算
の
総
額
は
？

③
市
億
8
5
0
0
万
円
⑮
ぬ
億

。1
3
4
憶

2

題

9
0
9
3
万
円

3
6
8
万
円

②
平
成
5
年
度
の
町
の

一
般
会
計

子
外
の
必
入
に
山
め
る
町
悦
の
訓

A

品
川
は
？

③
お

・
2
%

印

・

9
%

③
川
が
行
っ
て
い
る

「味
の
ふ
る

さ
と
使
」
の
年
会
刊
は
？

＠
1
9
5
0
0
円

③

2
9
5
0

0
円

。

3
9
5
0
0
円

⑮
日

・
3
%

（
応
募
方
法
）

－
み
ん
怠
の
ペ
ー
ジ
⑪

A 
;., 

」 ー、
れ，L
4ト 1
:i Iv 

り宝
っ く 卓

て~
~＼ 1 
うイ、

菌にえってはまず義を向ぇ・・・その固に入ったら．まずその同の法律 ・酬を知 I），それに従古ようにすることが大切である.fl分の耀かれた

環鳴の風俗背慣にLt素直に従i.

や
っ
て
」

A
E
ん「
E
ち
ゃ
ん
も
相
性
の
い
い

人
と
や
っ
た
ら
ツ

1
η
lで

わ
か
る
か
も
ね
．

E
ち
ゃ
ん

の
お
母
昔
、
ん
、
ハ
ー
ト
型
の

弁
当
と
か
つ
く
る
ん
マ
」

E
ちゃん
「
ぞ
れ
っ
て
愛
零
弁
当

っ
て

ぃ
、
っ
ん
や
、
ぜ
」

（
す
ご
い
ク
レ
ヨ
ン
）
（3
書
ん）

（
今
ョ

l
ク
遊
び
が
終
わ
り
、
手

を
洗
っ
て
い
る
と
）

A
〈ん

「
こ
の
ク
レ
ヨ
ン
す
ご
い
な
。

手
に
つ
い
て
も
す
ぐ
お
ち
る

わ」

保
母
「
こ
れ
日
今
ヨ
ー
ク
っ
て
い

、
つ
ん
だ
よ
」

レ
ヨ
ン
な
ん
や
っ
て
ぎ
」

。
ー
＠
、
②
｜
⑮
、
③
ー

O
）
、
住

所
、氏
名
、年
齢
を
記
入
し
て
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
金
問
正
解
の
人
の

中
か
ら
抽
選
で
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ま
た
、

答
え
の
ほ
か
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

こ
と
や
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
性
き
添
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

会
あ
て
先

干

m
l
mw明
日
町
道

下
l
i
3
3
需
地

判
日
町
役
場

総
務
課
付
加
件
広
報
係
ま
で
。

会
総
切
り

4
H
同
日

（
当
日
消

印
有
効
）

食
前
回
の
当
選
者
は
、
木
馬
乱
馬

さ
ん
、
え
っ
た
ん
さ
ん
、
ル
ビ
ー

さ
ん
に
決
ま
り
ま

L
た
。

（
正
解
は
①
｜
③
、
②
｜
⑮
、
③

ー
。

ク
イ
ズ
応
募
剖
通
中
正
解

は
幻
通
）



贈られてうれしい

「味のふるて~t1受J

届
げ
マ
あ
げ
た
山、

あ
♂
人
ド
，‘ 

うれしいメニュー

グリーン戸スパラガス

宮崎灰付きワカメ

コシヒカリ新米

さわし楠

金糸瓜の粕漬

笹川わさび漬

切りもち

塩イカ

ペニズワイガ二

6月

10月

贈ってうれしい，医療の現場から

．恒’三百冨m

12月

2月

※その他，ふるさとの情報，ふるさと

を偲ぶ組昂を同釘

・申込み

日
曜

町
立
図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん
に

よ
り
身
近
に
ご
利
用
し
て
い

た
だ

く
た
め
、
日
時

H
の
附
鮪
吋
附
な

ど
を
変
更
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
け
陥
円
の
午
後
と

月
時

H
が
休
館
日
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、

4
月
か
ら
は
日
昭
日
の

午
後
ら
休
ま
す
開
館
す
る
こ
と
に

な
リ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
附
館
時
川

も
希
子
変
わ
り
、
午
前
9
時
か
ら

午
議
5
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
身
近
な
学
期
門
及
び
情

報
提
供
の
場
と
し
て
、
窓
口
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
な
ど
に
努
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い

－
ス
ポ
ー
ツ
と
あ
し
ら
せ

＠

日

大

会
等
の
結
凸

町
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
お
わ

か
れ
大
会

（
メ

町
民
総
合
体
育

館
）

V
男
子
の
部

1
位

五

箇

庄

2
位

泊

V
女
子
の
部

1
位

泊

2
位

大
家
庄

郡
民
体
育
大
会
第
お
固
ス
キ

l
競

技
会

（U
A

宇
奈
月
温
泉
ス
キ
ー

場
）

V
中
学
男
チ
の
部

I
位

九

野

木
山宗
雄
（
本
町
）

マ
中
学
女
子
の
部

2
位

加

雌

紗
来

（山
川
崎
）

3
佐

川

瀬

麻

美

f
（
下
野
）

V
成
年
男
子
の
部

l
位

士U
井

出
人

（片
山
）

2
似

坂

雄

元

判

（
越）

第
お
回
町
ビ
1
チ
ボ

l
ル
大
会

（
%
1
%
町
民
総
合
体
育
館
）

V
フ
リ
ー
の
部

1
位

大

家

庄

ヒ
｜
チ
ボ

l
ル
愛
川
貯
金

2
位

宮
崎
B
B
C
の
A

V
1
5
0
歳
以
上
の
部

1
位

山
崎
B

B

C

2
佐

冷

奴

V
1
8
0
政
以
上
の
部

l
位

か
っ
さ
か

C

2
位

か

っ

さ

か

nμ 

ブ
ル
ー
エ

ン

ゼ

ル

末

栄

囚

同
大
会
等
出
場
直

都
道
府
県
対
抗
幻
全
日
本
マ
ス
タ

ー
ズ
駅
伝
大
会

（
%
大
阪

・
日

本
万
国
博
覧
全
記
念
公
国
）

－
古
沢
悦
子
（
中
道
下
）

第

M
回
全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
選
抜
優
勝
大
会

（
必
i
治

東
京
体
育
館
他
）

・
野
口
泰
郎
（
山
崎
新
）

第
日
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会

（
%
1
%
日
本
武
道
館

他
）

・
岡
田
俊
宏
（
舟
川
新
）

柔
道
ジ
ュ

ニ
ア
国
際
大
会

（
%
i

x
イ
タ
リ
ア

・
シ
エ
ナ
）

－

m同
超

級

料

日
繁
附
（桜
町
）

2 
位

3
月
4
日
、
ス
ク
ー
ル
パ
ス
が

8
年
振
り
に
更
新
と
な
り
、
ク
リ

ー
ム
色
に
エ

メ
ラ
ル
ト
グ
リ
ー
ン

を
配
し
た
新
し
い
パ
ス
が
お

U
見

え
し
ま
し
た
。

新
し
い
パ
ス
は
綿
入
来
り
の
デ

ラ
ッ
ク
ス
型
で
、
エ
ア
コ
ン
装
備
。

ボ
デ
ィ
ー
に
は
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ

「う

み

彦

や

ま

彦

ψ

産
地
」
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
拙

か
れ
て
い
ま
す
“
川
川
怖
は
1
、
4
2

1
．力川円
。

同
校
で
は
千
成
2
年
か
ら

「も

の
（
物

・
者
｜
人
）
や
お
金
を
大

切
に
し
よ
う
と
す
る
心
や
態
度
の

育
成
」
教
育
を
推
進
。
そ
の
一
環

と
し
て
城
山
や
海
岸
の
清
掃
、
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
を
行
っ
て
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

尿漏れ
尿iirtijれは，死に至る重大な

病気の症状ではないのですが，

日常生活がilJI印~~される場合に

は治械の必要があります。

尿i!t.iれ対策の進んでいるス

ウェーデンでの調査でさえ，

治療が必要とされている人の

50ノf一セント以上が，尿漏れ

を「年のせいだからしかたな

い」とみ・え，20～30ノfーセン

トの人が「恥ずかしいからJ

あるいは 「何科を受診すれば

よいかわからない」と答えて

います。

尿漏れ忠者・の受診車はスウ

ェーデンで25パーセント，オ

ース トラリアで30パーセン ト，

アメリ カでは50ノぜ一セントで

あるといわれます（1989年）。

これに比べ，U本の受診牢は

10パーセント米満と，いろい

ろな理由で我憎している人が

多いようです。

”尿が？4ijれること”とら尿

が出づらいこと ”は，相反す

ることなのですが，高齢者で

はこのこつの状態が同時に出

現することがよくあります。

この両方の訴えがある人町治

療は甑めて難しい場合が多い

のですが，的自躍な尿漏れ対策

を行えば70～80ノ守一セントの

人は尿ik1；れが経jJ，；£するか良く

なると考えられます。尿漏れ

て、お悩みの ｝jは， ・皮泌尿器

科の受診をお勧めします。

「ふるさと・あなたに」をキャッチフレーズに，豊かな自然と人々

の愛に育まれた四季折々の海の幸，山の幸をお届けする r昧のふるさ

と便」の会員を募集します。

ふるさとを遠く離れて住んでいる方やお友達，お世話になった方へ

の贈り物にも最適です。

・会 費 19.500円（送料込）

・発送回数年4回
・発送先県外在住の方に限りま

す。

ハガキ，電話の申し込

みにより，パンフレツ

トと会費納入用紙を送

付します。

・申込み期限 5月10日

・申込み先役場農林水産課内

「ふるさとの昧を全国に送る会J

（富山県下新川郡朝日間道下1133 

宮0765-83-1100)

720g 

200g 

3kg 

10個

300g 

200g 

f升

3枚

3～4匹

ぁ
古ふ8

るひ

回た雲

秀晴
勝沼
医~
~ill ~ミ

V
2
0
0
歳
以
上
の
部

位

非常に吹くて.JI!解の早いこと 3挙二弱主－ ーを挙げて示せ：z，ただちに三を均解すること

ス
ク
ー
ル
パ
ス
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

ー

ー

1
8
年
振
り
に
更
新
価
格
は

1
、4
2
1万
円
｜
｜
｜

一
環
境
美
化
教
育
推
進

一

一
優
良
絞
に
宮
崎
小

一

宮
崎
小
学
校
が
こ
の
ほ
ど
、
社

団
法
人
食
品
答
申
而
環
境
美
化
協
会

か
ら
環
境
美
化
教
育
推
進
優
良
校

と
し
て
表
杉
を
受
け
ま
し
た
－

－
平
成
5
年
4
月
号

＠

産して食らえ Ii~ も量 し・ ・働カ・す I~ f~ らしていれば. 111のようなnt~rLやがて尽きてしまうというE味



，
札
齢
M
W

句

mpg

。朝日町社会福祉協議会は，

皆さんと共に地域の福祉向

ょを自指す福祉団体です。

・場所

朝日町福祉センター内

ft83-0576 

に
ぎ
や
か
ム
ー
ド
に
大
満
足

ー
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を

一
日
招
待
｜

老
人
制
祉
セ
ン
タ
ー
で
3
月
l

目
、
「
ひ
と
り
非
ら
し
老
人
一
日

お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
は
、
お
ふ
ろ
に
人

り

盆
食
を
と
っ
た

あ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
人
た

ち
の
歌
や
踊
り
を
は

じ
め
、
保
育
所
の
チ

供
た
ち
の
か
わ
い
い

遊
戯
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。

日
ご
ろ
家
扶
と
の

団
ら
ん
が
な
い
だ
け

に
皆
さ
ん
は
大
満
足

の
線
下
。
に
ぎ
や
か

な
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

問
合
せ

役
場
総
務
課
（
宮
内
線

2
0
6
）
ま
た
は
白
衛
隊
魚
津
非

柴
事
務
所

（
宮
μ
l
1
0
3
6
）

へ
。

婦
人
自
衛
官
（白
坤
陸
・
）

募
集
人
員

．1
名

職
務

総
務

・
人
事

・
会
計

・
そ

の
他

応
募
資
格

8
月
l
H
現
在
で
同

歳
以
ト
訂
政
未
満
の
女
性

募
集
期
間

5
月
白
日
ま
で

総
務
庁
の
国
際
交
流

事
業
参
加
者

日
本
青
年
海
外
派
遣
事
業

ト
ン

ガ
、
チ
リ
、
中
国
な
ど
（

9
月
か

ら

m
Hま
で
の
間
約

m
H間）

世
界
青
年
の
船
事
業

ギ
リ
シ
ャ
、

平成 5 ~ 4 月分

くら しの情報室

ホット求人情報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
新
し
い
自
分
を
発
見

－

1

あ
な
た
の
で
き
る
こ
と
で
い
い
ん
で
す
し
｜

ボランティアという言葉を

聞くと、「犠牲」や「社会貢献」

といった、何か特別なことを

しなければならないと思って

いる人もいるのではないでし

ょ、7か。

しかし、実際にボランティ

ア活動をしている人は、自分

の空いているわずかな時間を

利別して、自分のできる範岡

豊富理
求人聡穫 年寄書 賃 金 性別

就業場所 採用 資免絡経験
番号 同 休 日 人数 E午 等

溶接（f・切断 30才～ 240,000 男
朝日町三枚橋

3 
不問

働 力日ヱ 50才 日干兄他 不問

2 高速道路維持 50才～ 182,000～ 
男

靭自由I沼保
5 

不問
作 業 65才 212 ,000 日， 第4土曜 特になし

3 機 械 エ18才～ 140,000～ 
男

朝日町草野
2 不見問習可45才 250,000 臼祝他. ~86日

4 クレーン運転士 18才ー 250,000- 9号
朝日町舟川新

2 
クレーン免許、

トラック運転手 45才 350,000 日．隔週土犠 大型免袋、毘曹司

5 栄 餐 土
20：才ー

143,000 女
朝日町道下 栄養士

25才 会社指定日

6 持且 立 工 18才～ 120,000-
女

朝日町大家庄
5 不問

50才 122,400 日祝，月 2回土曜 特になし

7 店 員 18才『 125,000-
女

朝日町泊
60才 130,000 月6～7日交代制

8 機 械 工 繍 佐 18才ー 130,000 女
朝日目I草野

2 不問
45才 日祝他， 年86日 なし

9 土 木作業 18才ー 150,000-
男女

草月日町窪田
6 

不問
機械運転 60才 360,000 日．第2, 4土曜 特になし

10 鉄工 ．絡 役
50才～ 170,000～ 

男女
朝日町草野

2 不問
60才 200,000 日他 特になし

賛
助
会
員
加
入
状
況

た
だ

い
ま
募
集
し
て
お
り
ま
す

社
協
の
賛
助
会
員
に
次
の
方
々
か

ら
加
入
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

ん附
茂
義
雄
、
商
茂
か
お
る
、
制

凶山ド
制
側
、
佐
渡
キ
作
、
佐
渡
す

み
、
山
手
克
臣
、
と
く
名
、
近
江

キ
男
、
近
江
利
下
、
以

l
．9
名（

3

片
山
口
現
代
）

一一賛
助
会
制
度
と
は
？
一

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
毎
年、

各
地
区
の
区
長
さ
ん
や
町
内
会
長

さ
ん
、
民
生
長
員
さ
ん
を
通
じ
て

賛
助
会
只
の
げ
が
集
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

先
川
ザ
で
も
ご
紹
介
し
た
よ
う

に
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
民
間
福

イ
ン
ド、

ケ
ニ
ア
な
ど
（
平
成

6

年
l
灯
か
ら

3
Hま
で
の
間
約
臼

u間
）

東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
事
業

ブ

ル
ネ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
な
ど
｛

9
Hか
ら
日
け

ま
で
の
川
約
民
円
問
）

な
お
、
団
員
の
非
集
期
限
は
4

月
刊
日
樹
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
必
集
人
員
や
参
加
資
格
要
件

な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
か

ら
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
教

育
委
以
会
に
問
介
せ
を
。

~ r求人情栂一覧表」もこ・＊1J用下さい （碕工観光銀河つン？ーに展示）

" （わしレことは．魚津公共職襲安定所職自分1if?82・0198へお問い合わせ〈たさい

春
川 d あ満
出川 さ開
~ ~.~ ひ／
芥｛日） 桜
文；’，.＿ 亭

2守ろ
艶品 り
体＼ ＝

日
時

場
所

行
航
）

内
容

去
妓
子
制
り
、

f
舛
な
ど

問
合
せ

制

H
町
商
工
会
（

E
m

I
2
2
8
0
）
ま
た
は
朝
日
町
観

光
協
会

（
役
場
商
工
観
光
謀
宮
内

線

1
1
8
）へ。

な
お
、

当
日
の
料
埋
引
換
券
〈折

詰
、
ニ
合
ピ
ン
付
き
2
、
0
0
0
川門
）

を
的
先
中
で
す
。

．、、
kλ
、

川

川

．，，
h
a
r
uu，

イ組，

の
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

活
動
を
通
し
て
知
り
合
っ

た
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
か

ら
新
し
い
白
分
を
見
い
だ
し
、
円

分
の
人
生
に
生
か
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
。

人
を
思
い
や
り
、

助
け
合
う
こ

と
で
心
が
豊
か
に
な
り
、
人
生
に

掛
り
が
出
て
く
る
｜
｜
そ
れ
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
も
っ
て
い
る

祉
の
拠
点

6

一一
般
会
貨
と
し
て
作

世
情
に
似
年
お
願
い
し
て
い
る
告

と
秋
の
蒜
金
の
ほ
か
、
県
や
町
か

ら
の
補
助
金
、
共
同
募
金
の
配
分

金
、
寄
付
金
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
が
、
財
源
に
乏
し
く
、
政
雑

多
機
化
す
る
佳
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
き
れ
な
い
の
が
実
的
で
す
。

ありがとう

~あたた念、ぃ忌

f孟、￥つL 朝日町善意銀行

一．．． ぜ （2月ll日～3月10日）

0長野 川上貞ーさんから貰

いもののつり銭を貯めて

＝
棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

＝

＝
ち
び
っ
子
釣
り
大
会

一一

日
時

4
Hお
日
川
午
前
9
時

場
所

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

（
現
地
集
合
｝

参
加
対
象

小

・
中
学
生
（
町
外

の
人
も
可
）

参
加
定
員

刊
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

参
加
料

1
人

1
、
5
0
0
判（
釣

り
道
具

・
エ
サ
代

・
バ
ー
ベ

キ
ュ

ー
村
料
含
む
）

申
込
み
締
切
り

4
月
初

uω

申
込
み
・
問
合
せ

役
場
尚
工
観

光
課
（
宮
内
総
1
1
8
・
1
1
9
）

へ
。

〔
朝
日
町
奨
学
生
〕

奨
学
生
の
要
件

町
内
に
位
む
人

の
f
弟
で
、
円
子
代
の
立
弁
が
州
制
服

で
心
身
健
全
な
人
。

奨
学
生
の
範
囲

高
等
宇
校
以
上

の
学
校
に
在
学
し
、
学
校
長
の
推

臆
が
あ
る
人
。

奨
学
金

（
今
年
度
か
ら
額
改
定
）

マ
尚
校
：・
月
額
8
、
0
0
0
円

マ
修
業
年
阪
が

2
年
以
上
の
大
学

－
ふ
く
し
の
窓

＠

す
ば
ら
し
い
一
面
。
あ
な
た
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
新
し
い
円
分
を
発

見
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

資
助
会
制
度
は
、

毎
年
会
日
に

な
っ
て

い
た
だ
い
た
押
さ
ん
の
金

貨
を
広
金
と
し
て
梢
み
立
て
、
そ

の
利
息
を
財
源
と
し
て
、
地
域
福

祉
の
充
実
に
役
立
て
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
賛
助
会
制
度
の
主
旨

を
ご
理
解
の
う
え
、
今
後
と
も
皆

さ
ん
の
出
か
い
ご
協
力
を
お
刷
い

い
た
し
ま
す

9

5,406P J 

0小住地九坐 ｛散さんから

亡祖父正、iえさんが生時ljお世

話になったお札として

100,000ド1

0宵崎婦人会さんからリサイ

クル収低金の－g:f)

10,000円。j克鮒入会さんからバザー収

益全 37,750内

り
4
月
か
ら
保
険
料
額
か

一よ

一
変
わ
り
ま
す

一山
こ
一

千
成

5
年
4
け
か
ら
凶

「は
L

M
人
年
金
保
険
料
は
、
川
知

一金

一
1
0
、
5
0
0
川
に
な
リ
ま

口
利

一
す
。

「は

じ

年
金
制
度
は
長
期
的
な

見
通
し
の
も
と
で
安
定
し
た
運
営

が
図
ら
れ
て
お
り
、
保
険
料
は
次

世
代
の
負
仰
が
急
激
に
附
加
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
々
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
朋
鮮
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
付
加
保
険
料
は
月
額
」

0
0
円
と
変
わ
り
ま
せ
ん
c

※
お
ト
ク
な
前
納
は
い
か
が
？

平
成

5
年
4
月
中
に
申
し
出
て

1
年
分
を
前
納
す
る
と
、

1
2

6
、

0
0
0
円
i

1
2
2
9
6
0
円
と

3
、
0
4
0
刊
の
制
去

に
な
り
ま

す
。

/ 
(41餅f1S

I IJ.ll令刈
! n鰭 ilJ‘svo月／；

式jj:Jすョf
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－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版

⑪

等
・：
月
額

1
5
、
0
0
0
同

申
込
み
先
・
期
限

朝
日
町
教
育

委
員
会
へ

5
月
汎
白
川
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
方
法

奨
学
生
願
書
、
奨

学
生
推
薦
調
書
（
用
紙
は
教
背
委

民
会
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
教
育
委
員

会
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

一
し
尿
く
み
取
り
料
金
が

一

一
改
正
さ
れ
ま
し
た

一

し
尿
く
み
取
り
料
金
が
4
月
l

日
か
ら
日
リ

ッ
ト
ル

（
1
斗
）
当

た
り

W
円
に
な
り
ま
す
。

く
み
取
り
を
予
定
さ
れ
て
い
る

人
で
引
円
ま
た
は
9
1
0
刊
の

衛
生
券
を
現
在
お
持
ち
の
人
は
、

最
寄
り
の
衛
生
券
販
売
所
で
差
額

を
納
め
、
新
し
い
券
と
引
き
換
え

願
い
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
住
民
課
環
境
保

健
係

（
宮
内
線
1
1
3
）
へ
。

一
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

一

一
か
ら
の
お
知
ら
せ

一

町
の
視
聴
党
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

は
、
従
来
か
ら
は
川
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
－

M
ミ
リ
映
写
機
及
び
ビ
デ
オ
テ
ー

プ

・
ビ
デ
オ
デ
y
キ
の
貸
し
出
し

を
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
ビ
デ

オ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
タ

l
（
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
の
映
像
を
拡
大
し
て
投
路
す

る
映
写
機
）
の
貸
し
出
し
を
し
て

い
ま
す
。
与
税
会
合
、
研
修
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
で
ご
利
用

安全はゆするやさしさまつゆとり
<4月6日～4月15日〉

一春の全国交通安全運動一
愛
の
献
血

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
者
名

（
2
月
実
施
分
、
会
印

は
仰
凶
、
※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
捌
叫
献
血
者

境
地
区
水
島
久
美
子
、
渡
辺
抗
生

宮
崎
地
区
野
田
知
光
、
水
島
加
奈

チ
、
水
島
裕
一
、
水
島
巧
達
、
中

谷
百
旦

笹
川
地
区
会
折
谷
光
平
、

長
井
勝
路

泊
地
区
会
脇
山
勝
昭
、

会
竹
内
千
登
志
、
会
田
中
み
か
子
、

※
山
同
様
昭
二
、
湯
島
聡
彦
、
上
野

泰
イ
、
内
山
之
夫
、
折
谷
ド辛
子
、

松
原
政
義
、
大
久
保
直
樹
、
松
原

雄
一
、
九
里
夏
子
、
長
井
英
昭
、

松
本
武
志
、
松
岡
章
雄
、
寺
崎
久

史
、
大
村
育
4
J

、
南
野
敏
之
、
芦

崎
裕
子
、
平
崎
大
治
、
東
山
優
子
、

（直
明
）

高
塩
さ
お
り
、
坂
東
亜
須
加
、
松

田
千
恵
子

五
箇
庄
地
区
会
寺
田

恭
子
、
会
吉
江
勝
春
、
※
大
久

保
卒
、
※
湯
上
谷
志
位
、
佐
渡
雪

枝
、
金
制
正
道
、
金
以
大
、
日
記
分

理
絵
、

平
木
聡
、
院
田
通
代
、
西

村
元
子
、
吉
江
賢

一
、
尾
山
繭
子
、

道
下
玲
子

南
保
地
区
※
長
崎
達

故
、
北
山
功
、
谷
口
雄

一
、
谷
山

妙
織
、
堀
地
真
也

山
崎
地
区
会

富山を知ろう

県政J＼ス畝室

県では，皆さんに県政についての

理解や関心を高めていただくため，

5月からll月にかけて160台の「県政

パス教室」を運行します。

コースは， 特産キトキトコースや

名水めぐりコース，ただいま工事中

コースなど19コース。

申し込み ・問い合わせは魚津地方

県民相談室（干937魚津市新宿10-

7魚津総合庁舎内ft24-531l）へ。

く
だ
さ
い
。

希
望
者
は
朝
H
町
教
育
し
え
化
会

館

（
川
泊
中
学
校
）
内
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
（
宮
幻
1
0
5
0
9
）

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

一
タ
ク
シ
ー
基
本
料
金

一

一
を
助
成
し
ま
す

一

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
の
っ

ち
、
視
覚

・
下
肢

・
体
幹
障
害
の

そ
れ
ぞ
れ

l
、
2
級
の
人
を
対
象

に
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

（タ
ク
シ
ー

の
基
本
料
金
が
無
料
に
な
る
）
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

平
成

5
年
度
分
を
4
月
1
日
か

ら
発
行
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参

の
う
え
役
場
住
民
課
福
祉
係
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
身
障

T
帳
所
持
者
全
員

を
対
象
と
し
て
タ
ク
シ
ー
料
金
が

l
制
引
に
な
る
の
で
、
併
せ
て
ζ

利
用
く
だ
さ
い
。
来十山
r

の
際
に
身

除
手
艇
を
提
示
し
、
タ
ク
シ
ー
備

付
け
の
割
引
小
込
書
に
記
入
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

電波利用料金制度導入

郵政省では4 月から政送やi邑｛.1 ·$~.
アマチュア~日宗家なとー無線局の免許を

受・けている皆さんから屯j皮利用料をい

ただくことになりました。

年間利用料は政治局29,700何， バー

ソナル無線600円、アマチ.1ア無線500

μ； となっています。詳 しくは北陸屯気

通信局（ft0762-33-4432）へ。

水
野
利
博
、

※
水
野
登
美
子
、
水

野
車
由
美
、
本
田
真
未
、
水
野
美

喜
子
、
古
市
茂
、
久
我
口
忠
義
、

比
栄
浩
規
、
蓬
沢
千
秋
、
久
我
口

和
子
、
堀
一
香
織
、
久
保
田
明
美

大
家
圧
地
区
食
沢
田
晶
子
樹
、
食
門

口
博
、
公
青
木
和
彦
、
※
山
岡
久

嗣
、
※
沢
井
智
奈
美
、
※
右
井
康

紀
、
柳
沢
由
香
子
、
加
納
昭
子
、

水
針
し
の
ぶ
、
鍛
治
京
子
、
梅
沢

美
津
子
、
中
島
久
美
子
、
山
岡
敏

彦
、
清
水
優
香
、
板
本
正
樹
（
以

上
乃
名
）

。
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
道
下
の
株
式
会
社
道
用
工
業
所

（代
表
取
締
役
道
用
勇
さ
ん
）
か

ら
会
社
制
立
お
周
年
を
記
念
し
教

育
振
興
の
た
め
に
と
3
3
0
万
円

因
予 お
防忘
3主れ
身ずな

差〈
回

’／ 

の

遥麗~
手数料 4,820「lj

(: rar~~~l 円~~gl: l )

Hll I実施会場｜時～時

t立 公 民 館 前I'l:30～10:00 

·~1 崎保育所 wi 110:30～11 :oo 

中央農協飯川主1ifr"'i I 11:30～12:00 
中央農協商似x併前I13:45～14:45 

中央農協紙谷出張所tiiiI 9:30～10:00 

中央農協111崎支所前 110:30～11:30
Ji.蕗陀公民鉛 1il1I 13: 15～14:45 

藤 塚 公 民 館 前110：・00-11・：30

大家 庄 農協的 I13:00～15:00 

九／7

休1

4/ 8 
11~ 

－vuη 
AUH 

、．，内r－t－d明dVElanM
，JoUMEJJ“v a‘．a噌

生活必需晶官揺
話~＼）

3月 分（毎月10日現在純資）

『暗唱Y

単位：問

t・~~. 名
平 土tJ fi耐 格

3月 前月比 前年向月比

石 ガ
、J ン

｛掛売ln 
133 。 。

t自 j:J i1h 

製 ｛配迷1sn
1,004 。 22 

/;' “ L 
p tt ス
(5m’） 

3、117 ｛） + 44 

"' 1ijr 月j t先制
日 （中1'.l：洗剤600me)

255 。
用ティシ ニL ペーパー

159 ~ 。
(400枚紙納入り ）

品トイ レ y トベ ー パー
306 。

( ~!i:~lt ロー｝＼， 4例結i) + 23 

食パン1：》（千平辿品6校入り ） ： 。＋ 7 

7 す7 、／ 『四・・〆

1JJI ( 4~i0 g l ¥f1) 
337 ＋ 2 ー 14

工
しょう ilh
(1.8 rベ.., I・ボトル入り ）

574 。十 8 

食
サラダ i1l1

386 
（オ；り答総700g入リ ）

。+ 42 

J1, と ？ A、

（もめん lJ') 
Hl5 ＋ 2 + 13 

’r まL
(I fパック入リ ）

256 。＋ 15 

戸：l

認お。（中隊lもむ100g) 
+ 27 

自家 i付
、長こどJ〆

'-!:. （ •↑1 件l も も 100 g) 
204 + 34 ＋ 7 

~~ l]ll 165 - 24 
鮮ー

(Mサイ 一 65

ね 、まーえ’

（普i邑.fr!,l l、g) 199 + 47 - 35 

食 (.f iL し、 し よ
（普通品 ikg) 229 + 45 - 55 

,r,, ，ニ.. 考・
" '  』

‘＇／ 

ぽ（普通品 lkg) 47 - ll2 

人 参 ~；；r_ 
（普l!fJ品 ikg) 

7 - 116 

くらしの情報室

9:00～14:00 ij1j fil( 会エ

’rw つ’υ
 

ふ
布
、

『山
ド

ム
T

’
9
AV
 

a
’め巾，

B
B
EM
 

め十」ム
M

・句品川．句
，
合
リ人，iy

－
 

p
－
 

”ゐぺ

（
一
般
書
）

忠キ－

品
質
の
凶
心
怒

川

悩

り

と

は

決

心

す

る

こ

と

川
4
－
い
ん

川

高

出

前

胤

ノ

U

会

う

人

は

み

ん

な

財

産

比

大
反
政
〆
寸

刈

”
’へ

よ

川

川

回
想
の
ハ
ル
ビ
ン
山
崎
倫
〆
寸
“
市，hF？
 

本

を

つ

ん

だ

小

舟

山

本

輝

い

け一

長
崎
は
巨
人
軍
を
こ
う
変
、
え
る

，
M

？
と

青

回

昇

け

いし

フ
ァ

ー
ス
ト

・
チ
ー
ム

航
い

木
下
玲
子

引
い

一
人
前

（イ

ツ
パ

シ

）

め

仕

事

が

…

引

で
き
る
人
に
な
り
な
さ
い

V

4
1

川
崎

ト
aト

」
v

’J
C

小
林
正
博

一
脳

伽

群

ょ

う

こ

、
日比
U

背
木
釈
町
い
成
れ

あ
な
た
の

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

（岱
お

1
0
5
7
4）

新
し
い
本

中
野
孝
次

ネ
コ
の
住
所
録

納
棺
夫
日
記

i醐抑耐悼4

（
小
説
）

あ
づ
ま
橋

v
悪
女
天
使

天
狗
党
血
風
録

』
今
ざ
’
A

小
説
上
杉
鷹
山

上
下鳥

氷 丸輩）杉井伊
室 谷門 田架集
冴オ冬 幸 南院
チ 一 二 三子静

。，..・制 － 

j毎女
がぎ
きか

え

る

ヨ踊綱”問御＂＂当首 t

本
の
紹
介

「生
島
ヒ
ロ
シ
の

コ
ン
ビ
ニ
ザ
央
ム
戸
話
」

生
島
ヒ
ロ
シ

肱

パ
ー
テ
ィ
で
の
会
話
、
電
話
で

の
表
現
法
、
飲
食
物
を
注
文
す
る

時
な
ど
、
人
気
キ
ャ
ス
タ
ー
が
ア

メ
リ
カ
仕
込
み
の
生
き
た
英
会
話

を
伝
授
し
ま
す
。
ク
イ
ズ
形
式
で

楽
し
み
な
が
ら
英
語
が
つ
よ
く
な

，
る
本
。

O
ご
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
越
中
み
や
ざ
き
の
今
昔
」

宮
崎
公
民
館

．
平
成
5
年
4
月
号

＠

苦 い！由枇

巣林一段 ・小鳥川をかけるために！ふ－HML'.i十分であるという二とから，村刊に安んじて住んでいる ことをい う、



身近な話題を待っています（合83－竹00内線204）ヘ。

一一秋田犬展覧会一一

削
の
大
然
記
念
物
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
秋
田
犬
の
展
覧
会
が
三

川
十
制

H
、
役
場
横
の
広
場
で
聞

か
れ
ま
し
た
。

秋
田
犬
保
存
会
富
山
県
支
部
が

主
催
し
た
こ
の
展
覧
会
に
は
、
県

内
は
も
と
よ
り
、
長
野
、
新
潟
、

石
川
な
ど
か
ら
約
六
十
匹
の
犬
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

H

生
き
た
H

一
五
術
品
H

と
も
呼
ば

れ
る
だ
け
あ

っ
て
、
ど
の
犬
も
み

れ
・今

z
－A守

ご
と
な
風
税
＝
成
犬
や
む
犬
な
ど

雄
、
雌
ご
と
T

判－部
門
に
分
か
れ
ナ

ン
バ

ー
わ
ん
や
－
競
い
ま
し
た
。

笑
顔
で
安
全
コ
l
ル

｜
泊
高
生
か
安
全
運
転
呼
び
か
け
｜

「
一
一

二
万
県
民
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
コ
l
ル
巡
動
」
則
問
中
の
一一一
月

九
日
、
泊
高
校
生
徒
会
め
生
活
委

員
の
皆
さ
ん
三
十
七
人
が
、
八
一
号

仙
献
を
通
る
ド
ラ
イ
バ

ー
に
手
づ
〈

り
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
缶
入
リ
パ
タ

パ
タ
茶
を
手
技
し
、
安
全
逆
転
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
年
に
入
り
州
市
内
で
は
交
通
事

故
が
多
発
し
て

い
ま
す
が
、
四
月

六
H
か
ら
は
森
の
全
凶
交
通
安
全

運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
時
い
事
佐

一
の
ニ

ュ
ー
ス
は
も
、
フ
ご
免
で
す
ね
。

どれがナレバーわん？
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一一境小の子供たちがサケの稚魚放流一一

「
ぼ
く
た
ち
は
川
を
汚
し
ま
せ

ん
。

だ
か
ら
、
大
き
く
な
っ
て
ま

た
舟
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
。

二
月
二
十
六
日
、
境
小
学
校
の

五
、
六
年
生
十
七
人
が
小
川
の
河

口
て
サ
ケ
の
稚
魚
百
万
匹
を
放
流

し
ま
し
た
。

放
さ
れ
た
稚
魚
は
、
朝
日
内
水

面
漁
協
の
皆
さ
ん
が
小
川
の
河
川

敷
に
あ
る
特
訟
い
け
す
で
育
て
て

い
た
も
の
で
、
体
長
七
ぺ
、
体
重

約
二

・
．4
M：

初
め
て
出
会
っ
た

消
流
に
戸
惑
い
を
見
せ
な
が
ら
も

花
討
に
泳
い
で
い
き
ま
し
た
。

作
魚
た
ち
が

U
タ
ー
ン
し
て
く

る
の
は
、
お
よ
そ
凶
年
先
。
山
口
会

で
き
る

H
が
楽
し
み
で
す
ね
。

こ
の
が
か
ら
’
H
術
隊
に
入
隊
す

る
人
た
ち
の
激
励
会
が
三
月
十
七

日
、
コ
ミ

斗
ニ
テ
ィ

・
ホ
1
ル
「
ア

ゼ
リ
ア
」
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

山
衛
隊
山
山
地
方
述
給
部
五
の

ム
去
の
皆
さ
ん
が
聞
い
た
よ
の
激
励

金
に
は
、

下
新
川
地
区
の
入
隊
予

定
者
十
三
人

（朝

H
五
人
、
人
善

七
人
、

千
ぷ

H
一
人
）
を
は
じ
め
、

父
兄
、
関
係
者
も
ど
百
二
十
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

入
隊
予
定
者
は
い
ず
れ
も
三

H

に
高
校
を
半
業
、
入
隊
を
希
望
し

た
い右
打
た
ち
で
、

J
l

三
人

の
7
ち

二
人
が
女
性
。

や
や
緊
阪
の
而
持

ち
で

一
人
ひ
と
り
紹
介
さ
れ
、
記

念
品
を
受
け
取

っ
た
あ
と
、
隙
卜

’H
術
隊
中
部

U
．
山
古
楽
隊

「
ブ
ル

ー
エ
コ
ー
ズ
」
の
皆
さ
ん
の
出
奏

を
聴
き
な
が
ら
、
旅
立
ち
の
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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魚、j本 iii

安
境tlf 川

Mi; Jl1J WT 

十町

東草肝

窃息ク窃電号館侶

義

正

~~ぁω品《fg

;!l・. 
<I 

•:!<: •C，、

政（72)

ヤ（85)

治（79) 

と（86)

よ（79)

出
ア
抑
口
さ
き

'.l!f-

品

川

村

%

己

目見

｛

l

i

4

i

 

日

竹

間

上

佐

｝’cO 

..‘ 噌．．，

V
』

7
ね
マ
付
Y
J
1
7
v

－
ま
ち
の
う
ご
き

＠

院
内
に
芸
術
の
香
り

ー
あ
さ
ひ
総
合
病
院
に
絵
展
示
｜

二
片
的
初
め
か
ら
去
さ
ひ
総
合

病
院
の
廊
下
や
デ
イ
ル

l
ム
に
、

す
て
き
な
絵
が
飾
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

「
院
内
に
潤
い
と
快
適
き
を
」

と
、
入
善
町
H
画
会
の
皆
さ
ん
が

中
心
に
な
っ
て
展
示
し
て
い
る
も

の
で
、
絵
は
全
部
で
約
二
十
点
。

こ
れ
か
ら
も
月
に
一
凶
程
度
、
入

れ
倖
え
ら
れ
る
予
定
で
す
。
病
院

に
お
立
ち
寄
り
仰
の
際
に
は
、
ぜ

ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

ヴ
ト
f
T
推
進

｜
｜
朝
日
町
ご
み
対
策
推
進
会
議
設
置
｜
｜

ご
み
の
減
策
化

・
資

糠

化

に

よ

議

」
が
役
場
開
問
ト人
ホ

l
ル
で
問

リ
柿
…
倒
的
に
取
り
納
も
、
7
と
一二
月

か

れ

ま

し

た

。

三
日
、
「
朝
日
町
ご
み
対
策
推
進
会

従llllTId 

~~ 1 111 r目
中 i芭下

l，！：野

羽入

j上 岩 崎

小 在 池

搬 聞l

大 家 li: 

大 家 J;i:

よ（86)

京（66)

ジで（91) 

出義 （77)

干｜｜ 男（65)

よしゑ（74) 

句作（85)

ぷ絞（73)

太三郎（82)

松次郎（7 ~l ) 

ーやLH 

十l

~！ f' 

・1

干
・
f
g
－

H
H

ノ
sa
－
H
HWげ

湾

大

槻

末

長

水

九

本

大

松

こ
の

H
、
ι田
…
沖
町
長
か
ら
安
明

状
を
手
波
さ
れ
た
各
隠
団

体
の
代
表
請
な
ど
ニ
ト・
h

人
の
持
さ
ん
は
、
ご
み
処

叫
ん
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

あ
と
、
こ
・
札
か
ら
の
ご
み

減
日

・
資
制
化
対
策
に
つ

い
て
川
先
に
広
川
ん
を
し父
娩

町

l
レ
宇
品
l
」
h
r

～．

’

ご
み
対
策
は
、

今
や
地

球
脱
慌
の
大
問
題
。
般
進

全
識
で
は
今
後
も
、
ご
み

冒

タ
イ
エ

ッ
ト
に
向
け
た
刈

策
を
協
議
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

届け出はお早めに

出生届 14日以内

死亡届 7日以内
※ ζのコーナーに名所jを載せ

てほ しくなL、1i；ム役場ii
1己採受け付けにおq1し付け

くださ L、。

－
平
成
5
年
4
月
号
＠

冒・圃・圃陶踊由民
民 L・；.’，.，》
智者r;j水を楽しむ…・・知必にすぐれた人が巧みに物事を処f事ーすることを．水のよどみなく流れるきまに言い合わせたもの



美術

~，~~二主1 .t占~－－ 九、τ、号、ごい』d

あ

長ヨ月 E週表 l'f~’
~~＝z：あさひの朝① (/) 之〉

「 ぼ ＜t （ゆ58年作 ｝ 
木瓜」 同本・桝・'t＂~時 53x45; ) 

豊秋半二・・・・・・ 1907～1992朝日町道下出身

（問と鱒t
名作鑑賞室／

内
と
朱
の
入
リ
交
じ
っ
た
木
瓜
の
花
や
苛
が
、

つ
Av

m一…
〈
艶
や
か
な
枝
に
咲
き
誇
る
。
花
を
際
立
た

せ
る
花
艇
も
味
わ
い
深
く
、
玉
虫
色
め
背
景
が

荘
厳
な
雰
岡
気
を
醸
し
だ
す
。
優
れ
た
デ
ッ
サ

ン
力
で
、
写
実
に
も
と
づ
き
な
が
ら
も
、
写
実

を
越
え
た
表
現
を
目
指
す
い
肌
め
の
作
品
は
同
時

期
の
人
物
画
と
同
様
に
好
評
で
あ
る
。

さ

と
よ
あ
さ
は
’A

L

日
本
画
家
盟
秋
半
二
は
、
す
ば
ら
し

い
絵
を

附
い
て
父
に
体
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
肉
ら
を

制
作
へ
と
か
き
た
て
た
と
、
後
年
刷
恕
し
て
い

’hv
o
 

山

m
M
秋
半
こ
は
、
明
治
問
十
年
出
秋
賢
次
郎
、

ト
キ
の
次
男
と
し
て
道
下
に
生
ま
れ
た
。
幼
く

し
て
母
を
失
い

、
十
代
の
後
半
で
重
度
の
結
核

を
患
う
。
養
生
を
続
け
る
中
、
文
化
の
優
れ
た

金
沢
出
身
で
あ
る
こ
と
を
終
生
の
誇
り
と
し
た

表
具
師
の
父
の
強
い
勧
め
で
、
絵
の
世
界
に
入

る
こ
と
に
な
る
。

二
十
代
の
後
半
、
父
の
友
人
の
知
人
で
あ
っ

そ
今

食

さ

g

L－q

や
T

た

P
S
ひ
ふ

た
相
民
御
風
に
安
田
制
彦
（
院
展

・
歴
史
画
）

を
制
介
し
て
も
ら
い
師
事
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
幾
多
の
背
悩
の
末
、
院
展
に
入
選
を

ふ

果
た
し
、
つ
い
に
、
念
舶
の
院
展
次
賞
（
大
観

出
内
出

賞
）
を
受
賞
す
る
。

・

1

ι
9

し
か
し
、
こ
の
作
品
を
描

い
た
頃
、
院
展
か
れ
緒
。

ら
の
離
脱
を
考
え
は
じ
め
る
。
新
た
な
る
絵
凪

9
9

3
9
9
 

世
界
へ
の
挑
戦
を
心
に
絡
め
て
の
転
換
で
山
助
金

9
9

た

c

L
9
9
9
9

ι
9
9
9
9
9
 

L
ι
9
9
9
9
9
9
 

L
9
9＠
9
9
9
9
 

※
常
設
展
『
あ
4
C

ひ
の
美
術
」

は
4
月
川
日
間
よ
り
開
催
。

あさひを浴びて出発

通勤・通学列車が行く

多くの通勤 ・通学客でにぎ

わう朝のJR泊駅。魚津 .－~l 

山HTliiへ向かう会社員や守：生

などが，町内各地から次々と

やってきます。

午前7時7分発の列車は，

段も利用客の多い，文字どお

りの通勤 ・通学列車。大勢の

人を乗せた 9両編成の列車が

朝日を浴びながら町を走り抜

けていきます。

さあ，今日もまた新しい一

日のスター卜。すがすがしい

j空気と光に包まれ，朝日の人

たちの活動が始まります。

九 〆／
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U
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b
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ハL
K

今叶

V
今
月
号
か
ら
「
広
報
あ
さ
ひ
」

の
内
容
が
ほ
ん
の
少
し
変
わ
り
ま

し
た
。

一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
三
年

間
続
け
て
き
た
表
紙
の

「
ふ
る
さ

と
．
舟
発
見
シ
リ
ー
ズ
」
に
か
え
て

「
シ
リ
ー

ズ

あ

さ

ひ

の
刺
」
を
始

め
た
こ
と
。

こ
れ
か
ら
毎
月
、
町

の
い
ろ
い
ろ
な
朝
の
凱
を
制
介
し

て
い
く
予
定
で
す
。

V
二
つ
に
は
、
二
年
間
続
け
て
き

た

「
な
つ
か
し
の
民
具
」
に
か
わ

り
、
ふ
る
さ
と
美
術
館
に
あ
る
名

作
を
毎
月

て
白
…
ず
つ
紹
介
す
る
「あ

さ
ひ
の
美
術
」
の
コ

ー
ナ
ー
を
設

け
た

こ
と
。

カ
ラ
ー
で
お
届
け
で

き
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
九
。世

み
や

よ

文
子
学
芸
員
の
解
説
で
、
名
作
を

じ
っ
く
り
と
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
o

vそ
し
て
三
つ
自
に
は
、
「
う
ち

の
元
気
印
」
と
題
し
、

小
さ
な
お

子
さ
ん
を
二
人
ず
つ
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
た

こ
と
。
お
た
く

の
か
わ
い
い
お
子
さ
ん
を
、
ぜ
ひ

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

V
さ
て
、
い
よ
い
よ
四
月
、
「
広
報

あ
さ
ひ
」
も
新
学
期
。
元
気
に
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

世帯数 5.184(-2）トI5. '.l.l JJH1: 
( )!j filj Fl l七

計 17.825 ( + 5) 女 9,491(+ 4) 1) 男 8.334( + 〔町の人口〕


